
発行　令和５年３月 与謝野町・与謝野町教育委員会・与謝野町宮津市中学校組合教育委員会

　近代化のシンボルであった旧加悦鉄道は、大正１５年／昭和元（１９２６）年１２月
５日の一番列車の出発から昭和６０（１９８５）年５月１日の廃線まで、加悦谷地域の
人・モノの移動を支えてきました。令和２（２０２０）年３月末の加悦SL広場の閉園に
伴い、多数ある車両の中から１２３号機関車（旧加悦鉄道２号機関車）・木造客車のハ
ブ３・ハ４９９５の３車両を与謝野町が譲り受け、令和４(２０２２）年４月１３日に
車庫の落成式が行われました。
　今後は、与謝野町文化財保存活用地域計画（令和４年７月２２日に文化庁認定）に則
して、１２３号機関車を始めとした文化財の保護行政の推進に努めていきます。

与謝野町では、京都府教育振興プラン並びに与謝野町教育大綱を踏まえ、「ふるさと

与謝野」がもつさまざまな特色を活かした与謝野町ならではの教育を進めるとともに、

自信と思いやりにあふれ、創造的に未来を開拓する人材を育てる教育を推進します。詳

細は、与謝野町教育委員会のホームページに「学校教育の重点」、 「社会教育の重点」を公開

していますのでご覧ください。

～明日の人材を育てる教育文化のまちづくり～

与謝野町が目指す未来像は「人・自然・伝統 与謝野で織りなす 新たな未来」です。この新たな未

来とは、２２世紀を生きる子どもたちの未来であり、人生１００年時代を生きる私たちの未来です。

そして、この未来社会は、人工知能（AI）が驚異的な進化を遂げ、Society5.0と称される超スマート

社会であり、私たちの想像を遥かに超える社会と言われています。

教育の最終的な目標は、「一人ひとりと社会全体の幸福実現に資すること」と思います。幸福にな

るためには、社会をより良く生きるための知識や技術そして確かな人権意識が当たり前のこととして

必要です。さらに、人としての豊かな創造力、絆を強めるコミュニケーション力やレジリエンス（回

復力・しなやかさ）などが、今まで以上に重要になると思われます。

与謝野町、町教育委員会、組合教育委員会の「新たな未来」を織りなす活力ある人や、地域を創る

魅力ある取り組みをご覧ください。

教育長 長島 雅彦



①【学校教育】 学校教育課（0772-43-9025）/子育て応援課（0772-43-9024）

 取組１ 各校(園)での特色ある学校（園）づくり

令和４年度の特色ある取組の一部を紹介します。

加悦中学校

生徒会「花植えボランティア」の取組

生徒会役員を中心に、春と秋の２回、花植えボランティア

の取組を進めています。令和４年度はK.S.S.C（加悦中学

校スクールサポート協議会）のご協力も得ながら、プラン

ターや敷地内の花壇づくりに取り組みました。これからも

心和む環境づくりに努めていきます。

橋立中学校

「ふるさと」に目を向けて…

「ふるさと俳句」と「ふるさと発信」が本校の２つの柱で

す。その一環として地域にお住まいの方を講師として招聘

し、俳句教室を開催しました。１年生にとっては、本格的

な俳句の学習は初めてとなりますが、なかなか味のある作

品を作ることができました。１２月には、保護者にも投句していただき、作品の鑑賞

会を行いました。優秀な作品として選ばれたものについては懸垂幕を作成し、グラウ

ンド横に掲出します。

江陽中学校

コミュニケーション能力の向上を目指した取組

 「Brush Up Our Communication Skills」

本校では、コミュニケーション能力の向上を目指した取組

「Brush Up Our Communication Skills」を進めています。

令和４年度はFM京都αステーションのメインキャスターを

招き、「伝わるように伝える」ということの大切さを教えていただきました。普段、

生徒たちが発表する場面でも、言葉を吟味し、「表現」にこだわった内容で自分の思

いが伝わるよう意識して活動を行っています。

加悦小学校

仲間と学び合うことを通して、自らの学びに生かそう

再編３年目。人とのつながりを大切にしながら教育活動を

進めています。毎学期行っている全校SST（ソーシャルス

キルトレーニング）では「気持ちのよいあいさつと返事」

「友達の話を上手に聴こう」「あたたかいメッセージを伝

え合おう」という内容で、言葉を通して思いを伝え合い、児童を育てています。



②岩滝小学校

意欲を高め、主体的・対話的な学習を通して学び合い伝え

合う授業づくり

令和４年度より算数科を重点教科とし自分の考えを伝え合

い、学ぶ楽しさを感じながら課題解決していく課題解決型

学習の研究を進めています。単元や授業の導入を工夫する

ことで児童の意欲を高め、児童が学習課題を自分ごととして捉え、互いに自分の意見

や考えを相手に伝わるように表現できる力の育成を目指しています。

三河内小学校

気付きを行動につなげ、生き生きと学ぶ子どもを目指して

週に１回、「みごちっこタイム」として、遠望視や本校独

自のストレッチを行っています。健康や安全に対する関心

を高め、課題に気付き解決に向けて取り組んでいく自己決

定の過程を大切にしています。楽しい活動を取り入れなが

ら健やかな体の維持・向上を目指しています。

市場小学校

よく考え、自ら学ぶことを楽しむ児童の育成

「もっとやってみたい」意欲を引き出す授業を目指してい

ます。児童が主体的に活動できる場面を計画的に組み込ん

でいます。タブレット端末を、個々の気付きや考えを広げ

たりつないだりする道具として楽しみながら使っています。

山田小学校

話和輪（わわわ）集会

月に１度、各児童委員会が主催する話和輪集会では、委員

会が考えた企画とみんなが心和やかに輪になって何でも話

せるトークタイムの時間をもっています。放送委員会「み

んなの力を合わせて…宝箱を開けよう。」や図書委員会、

給食委員会の取組などワクワクを共有することで７７人のつながりが深まります。

石川小学校

人との関わりの中で成長しています

令和４年度は感染対策を十分に行った上で、いろいろな人

との関わりを大切にしています。地域の人から昔の遊びや

お琴、習字等を教えていただいたり、稲作体験・有機農法

見学や石川うどん体験を行ったりして地域のよさを改めて

実感することができました。また、宮津天橋高校加悦谷学舎生徒とのスポーツ交流や

遊びの交流を通して、自分の将来像を描く機会にもなりました。



③つばきこども園

いっぱい遊ぼう！笑顔ひろがる　つばきっず

開園して１年が経ち、新しい友達との間に仲間意識も芽生

え始めています。上記テーマのもと、安心・安全な保育環

境、また、さまざまな体験活動が出来るよう環境を整えて

います。一人ひとりに寄り添う温かな関わりのもと、豊か

な自然の中で毎日の生活や遊びを充実させ、夢中になって遊ぶ園児の育成を目指して

います。新しい地域の中に根付く笑顔いっぱいのこども園になるよう活動を進めます。

かえでこども園

豊かな環境の中でつながりながら

夢中になって遊び込む子どもをめざして

子ども一人ひとりを温かく見守り、その子らしさを受け止

めながら、子ども主体の保育を心掛けています。子どもた

ちの心ときめく、心動かす体験や経験活動を大切に捉え、

五感を通した直接体験の中から、探究心や好奇心、人とつながる喜びや楽しさ、たく

ましい身体と豊かな心を育んでいきます。

のだがわこども園

もっとやりたい、こうしてみたいと思うことを実現するために

試行錯誤を繰り返しながら上記の実現をめざし、活動をし

ています。分からないことを知りたいと思って自ら調べて

みたり、分かったことを友達や先生に伝えたいと思ったり

することで、主体的な活動や人とのつながりを育んでいま

す。また、毎日の生活の中で、異年齢での関わりも広がり、小さいお友達に優しく関

わったり教えてあげたりすることで、頼られることが嬉しく自信につながっています。

 取組２ 園小中連携の取組について

　加悦・江陽・橋立中学校校区ではそれぞれに、小中連携はもとより、こども園、幼稚園、

保育所等と小学校との円滑な接続を図り、子どもの育ちをしっかりと支援する体制をつく

ることを重視しています。幼児期に育むことが重要とされる「学びの芽」は、遊びの中で

育まれ、「非認知能力」という言葉で取り上げられることもあります。「非認知能力」は、

コミュニケーション能力や自尊心、社会性などを含み、学業や仕事など子どもの将来にも

影響すると言われています。大人が寄り添い、見守り、認めたり励ましたりすることはも

ちろん、子どもの何気ない気付きや発見、驚きを一緒に感動する等、子どもの思いや行為

を価値付けることで「学びの芽」は育まれます。

　園での遊びの中にどんな「学びの芽」が育っているか、家庭でのどんな場面に「学びの

芽」があるか、教育・保育と家庭での関わりが両輪となって、明日を担う子ど

もたちを一緒に育むことが大切です。



④【社会教育】 社会教育課（0772-43-9026）

取組１ 子どもたちが健やかに育ち、学び続ける地域社会を目指します

青少年育成会の活動や、公民館での活動を通し、

学校教育と連携しながら、子どもたちの健全育成

に努めます。

・ 青少年育成会での活動（子ども発表会等）

・ 公民館における青少年健全育成の取組

子どもたちに、さまざまな体験活動の場を提供す

るとともに、学習活動への支援を行います。

・ 放課後学習支援事業、イングリッシュキャンプ　等

地域の方等による学校活動への支援を応援します。

・ 高校魅力化推進事業の取組

・ コミュニティ・スクールの取組

・ 地域学校協働活動事業の取組

取組２ さまざまな「まなび」や文化活動を進めます

誰にとっても身近で大切な「人権」について学習を深めていきます。

・ 人権問題を考える集いの開催 ・ 標語、ポスター、作文の募集

・ 公民館における人権講座の開催　等

図書資料のさらなる充実を目指すとともに、絵本

の読み聞かせやブックスタートなど、本に親しむ

活動にも取り組みます。

・ 絵本の読み聞かせの実施

・ 北部７市町連携により図書館利用カードの発行範囲を拡大

・ 図書資料の充実　等

生涯のさまざまな場面における学習を支援するとともに、文化の薫りあふれる町を目指し

ます。

・ 公民館活動の推進 ・ 文化協会への支援、音楽祭等の開催

・ 生涯学習講座の開催 ・ 高齢者、障害者教育の充実　等

地域ゆかりの与謝蕪村や与謝野鉄幹・晶子への理解を深め、郷土への誇りを醸成します。

・ 蕪村顕彰全国俳句大会 ・

・ 小中高等学校俳句教室 ・ 江山文庫の運営　等

（３）

（４）

令和のBuson俳句大賞

３年ぶりの開催となった文化祭 三河内地区公民館が
優良公民館表彰を受賞

　学芸員の解説で
　江山文庫企画展を見学する小学生

高校魅力化推進事業
（小学校とのスポーツ交流）

（１）

（２）

平和の大切さを学んだ人権講演会
（写真は講演会資料より、左端が講師）

（１）

（２） こども園等年長児を対象にした
人形劇を開催

（３）



⑤
取組３ スポーツを通した成長を応援します

町民一人ひとりが年齢や適性に応じて生涯に渡ってスポーツに親しめる環境整備に取り組み、

健康で生き生きとした生活を送ることができる充実した生涯スポーツ社会の実現に努めます。

あらゆる方々がスポーツを通して、心身の健康、町内外の交流、競技力の向上が図れるよう

に、さまざまな事業に取り組みます。

・ 総合型地域スポーツクラブへの支援 ・ スポーツ協会及びジュニアスポーツ連絡協議会

・ 障害者スポーツへの支援 への支援

・ いきいきウォーキングの実施 ・ 町民へのスポーツ指導、研修会の開催　等

関係団体と連携しながらスポーツ事業の推進に取り組み

ます。

・ よさの大江山登山マラソン大会

・ 与謝野町駅伝競走大会

・ 各種スポーツ大会　等

取組４ 文化財の調査・研究、保存、活用をします

多様な分野の文化財の調査・研究を行い、新たな知見で地域の歴史文化を紐解きます。

・ 遺跡調査 ・ 文献資料調査 ・ 伝承伝説調査

・ 民俗調査 ・ 建物調査 ・ 美術工芸品調査　等

文化財的な価値の高いものは、後世に受け継ぐため、文化財指定等を進め、保存します。

写真２２ 写真２４

指定文化財の写真 指定文化財の写真

歴史的建物や史跡など文化財を整備活用し、地域の歴史文化を学ぶ機会を提供します。

・ 与謝野町加悦伝統的建造物群保存地区（加悦：国選定重伝建、通称「ちりめん街道」）

・ 地蔵山遺跡（幾地：京都府指定史跡） ・

（３）

情報発信や学習会　等

（４） 文化財の保存・活用の指針「与謝野町文化財保存活用地域計画」を推進します。

（３）

３年ぶりの開催となった
登山マラソン

（１）

（２）

重要伝統的建造物群保存地区の修理・修景補助事業 滝のツバキの樹勢回復事業

（１）

ニュースポーツ「ボッチャ」 スポーツクラブの活動 いきいきウォーキング

（２）

修
理
前

修
理
後


